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結
果
的
に
国
民
・

大
衆
の

感
覚
と
そ

う
隔
た
り
は
無
か
っ

た
の

で

は

な
か

ろ
う
か

。

無
格
社
整
理
と
神
祗
院

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

藤
本
　
頼
生

　
「

国
家
神
道
」

研
究
の

上
に

お
い

て

「

フ

ァ

シ

ズ

ム

期
」

と

時

代
区
分

さ
れ
る
時
期
の

神
祗
政
策
の

象
徴
と

し
て、

よ

く
引
き
合
い

に

出
さ
れ

る

も
の

に、

内
務
省
の

外
局
に

あ
た
る

神

祗
院
が
あ
る

。

　
神
祗
院
は
、

昭

和
十
五

年
十
一

月
八

日

に

出
さ
れ

た

勅
令
第
七
三

六

号、

神
祗

院
官
制
の

第
一

條
で

は
、

「

神
祗
院
ハ

内
務

大
臣
ノ

管
理
二

属

シ

左
二

掲
グ

ル

事
務
ヲ

掌
ル
」

と

さ
れ

、

そ
の

管
掌
事
務
は

、

＝

神
宮

二

関
ス

ル

事
項、

二

官
国
幣
社
以

下
神
社
二

関
ス

ル

事
項、

三

神
宮
及

神
職
二

関
ス

ル

事
項、

四

敬
神
思
想
ノ

普
及
二

関
ス

ル
」

の

四

事
項
と

さ
れ

た
。

こ

の

わ

ず
か

五

年
余
の

神
祗
院
時
代
の

諸
政
策
を

含
め
、

当
該

行
政
機
関
の

概
説
・

概
要
を

述
べ

た

も
の

と

し
て

は
、

戦
前
期
の

小
室
徳

『

神
道
復
興
史
』

を
は

じ
め
、

戦
後

、

村
上

重
良
や

西

田
広
義、

赤
澤
史

朗、

阪
本
是
丸

、

櫻
井
治
男
ら
の

業
績
が

あ
り、

近

年
で

は
、

藤
田
大
誠

の

論
考
も
挙
げ
ら
れ

る
。

昭
和
初
期
の

神
社
行
政
の

上

で

象
徴
的
な
事
象

で

も
あ
る

神
祗
院
に

つ

い

て

の

研
究
は

、

今
後、

比

較
的
論
考
の

少
な
い

大
正

後
期
か

ら
昭

和
初

期
の

神
道

史
研

究
や

い

わ

ゆ
る

「

フ

ァ

シ

ズ

ム

期
」

の

神
社
や
神
職
の

あ
り
様
を
窺
う
上
で

も
必
須
と

な
る

も
の

と

考
え

る
。

　
こ

う
し
た

先
行
研
究
に

対
し
て、

近

年、

歴
史
学
の

立

場
か
ら
畔
上

直

樹
が
『

「

村
の

鎮
守
」

と

戦

前
日
本
』

の

書
に
お
い

て
、

明
治
末

年
か

ら

大
正

初
期
に

行
わ
れ

た

神
社
整
理
施
策
に
つ

い

て

の

考
察
に

加
え、

赤
澤

史
朗
の

先
行
研
究
を

受
け
て

大
正

末
期
か
ら
昭
和
初
期
の

神
社
行
政
に

つ

い

て

の

明
確
化
と

地
域
神
社
と

神
職
の

社
会
活
動
に
つ

い

て

の

考
察
を

行

い
、

大
正
末
期
以

降、

昭
和
初
期
の

神
道
史
研
究
の

進
展
の

必
要
性
を

述

べ

て

い

る
。

畔
上

は
、

赤
澤
の

用
い

た

「

日

本
フ

ァ

シ

ズ

ム
」

、

あ
る

い

は

畔
上

の

「

超
國
家
主

義
11

宗
教
フ

ァ

シ

ズ

ム
」

と

い

っ

た

観
点
か
ら

近

代
の

神
社
・

神
道
と

国
家
と
の

関
わ

り
を
論
じ

よ

う
と

す
る

作
業
を
試
み

よ

う
と

し
て

お

り
、

こ

う
し
た

研
究
の

動
向
と

も
相
俟
っ

て
、

最
近
で

は
、

阪
本
是

丸
が

「

「

日
本
フ

ァ

シ

ズ
ム
」

と

神
社
・

神
道
に

関

す
る

素

描
」

の

論
考
に
て

「

国
家
神
道
」

研
究
の

み
な
ら
ず、

近
代
日
本
と

は

な

に

か、

戦
後
日
本
と

の

連
続
性、

不
連
続
性、

あ
る
い

は
近
現
代
の

神
社

神
道
と

社
会、

国
家
と
の

関
わ

り
を

論
じ、

当
該
時
期
の

分
析
を
試
み

て

い

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、

昭
和
初
期
の

神
道
史
の

動
向
の

上

で

ま
さ
に
象
徴
的

事
象
と

も
い

え
る

神
祗
院
に
関
す
る

研
究
は
、

神
祗
院
自
体
が
わ

ず
か

五

年
し
か

存
続
し
な
か
っ

た

行
政
官
庁
で

も
あ
っ

た

た
め
、

従
前
の

研
究
で

は
、

そ
の

設
立
に

か
か
わ

る

問
題、

つ

ま
り
神
祗
官
興
復
運
動
や
神
社
法

の

制
定
と
い

う
神
祗
特
別
官
衙
設
置
や
神
祗
法
制
に

関
す
る
問
題、

あ
る

い

は

官
制
の

神
社
制
度
調
査
会
で

の

論
議
と

い

う
神
祗
院
設
置
に
関
わ

る

前
提
問
題、

経
緯
に
つ

い

て
の

考
察
が

主
で

あ
っ

た
こ

と
も
あ
っ

て、

具

体
的
な
神
祗
院
時
代
の

行
政
施
策
の

内
容
に
つ

い

て

こ

れ
を
検
討
し
た

も

の

は
殆
ど
な
か
っ

た
。

　

そ
こ

で、

本
発
表
で

は
、

神
祗
院
で

な
さ
れ
よ

う
と

し
た

行
政
施
策
の

な
か
で
、

特
立
時
に

新
た

に
設
け
ら
れ
た
事
務

分
掌
で

あ
る
敬

神
思
想
の

普
及
以
外
に
明
治
末
か
ら
大
正

初
年
に
実
施
さ
れ
た

神
社
整
理
施

策
と

も

関
連
す
る

「

無
格
社
の

整
理
」

施
策
が
あ
る

こ

と

か
ら、

当
時
の

担
当

者
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た
ち
の

回
顧
や

神
社
制
度
調
査
会
の

議
論
の

経
緯、

あ
る

い

は

無
格
社
そ

の

も
の

概
念
の

問
題
な
ど

も
検
討
す
る
こ

と
で

、

そ
の

施
策
の

内
実
を
窺

い

た

い
。

そ
の

こ

と

に
よ

っ

て
、

筆
者
が

こ

れ

ま
で

明
ら
か
に

し
よ

う
と

試
み

て

き
た
近

代
以

降
の

「

神
社
概

念
」

の

問
題
の

な
か
で

、

特
に

神
祗

院
時
代
に

考
え

ら
れ

て
い

た

「

神
社

概
念
」

と

併
せ

て
、

近
代
の

神
社
行

政
の

な
か

で

合
言
葉
の

よ

う
に

用
い

ら
れ

て

き
た

明
治
四
年
五

月
十
四
日

の

太
政

官
布
告
第
二

三

四
「

神
社
ハ

国
家
ノ

宗
祀
」

と
い

う
文
言
の

意
味

と
の

関
わ

り
、

神
社
の

公
共
性
と

宗
教
性
と
の

関
わ

り
の

問
題
に

つ

い

て

幾
許
か
で

も

明
確
化
し
よ

う
と

す
る

こ

と
に

あ
る
。

　

無
格
社
整
理
を
考
え
る

こ

と
は

、

単
に

近

代、

昭
和
初
期
の

問
題
と

し

て

捉
え

る
の

で

は

な

く
、

現

代
に

お
い

て

は
い

わ
ゆ

る

不
活

動
宗
教
法

人
、

不
活
動
神
社
と

い

わ

れ
る
課
題
へ

の

対
策
と

そ
の

整
理
や

合
併
と

い

う
実
際
の

取
扱
の

問
題
を
考
え
る

上
で

も
非
常
に

参
考
と

な
る

問
題
で

も

あ
る

。

今
後
も
引
き
続
き、

昭
和
初

期
の

神
社
行
政
や
神
社
・

神
職
の

あ

り
様
等
を
改
め

て
一

つ

ず
つ

問
い

直
し

て

ゆ

き
た

い
。

今
泉
定

助
の

思
想

神
道
的
国

体
論
の

宗
教
性

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

昆
野

　
伸
幸

　

本
報
告
は
、

今
泉
定
助
（
文
久
三

−
昭
和
一

九

〈

一

八

六
三

−
一

九
四

四
〉
）

の

思

想
に

即
し
て

、

大
正

期
か

ら
昭

和
初
期
に

お

け
る
国
体

論
の

一

端
（
神
道
的
国

体
論
の

特
質）

に

つ

い

て

明
ら

か
に

す
る
と
と

も
に、

そ
の

「

大
正

デ

モ

ク

ラ

シ

！
」

期
の

国
体
論
が
昭
和
十
年
代
以
降
に

ど

の

よ

う
な

機
能
を

果
た

す
こ

と

に
な
る

の

か

に

つ

い

て

解
明
す
る

こ

と

を
目

指
す
も
の

で

あ
る

。

　
こ

れ

ま
で

の

今
泉
研
究
で

は、

彼
の

伝
記
的
研
究
や
川
面
凡
児
（

文
久

ニ

ー
昭

和
四

A

一

八
六
二

ー
一

九
二

九
〉

）

の

思

想
と

の

比

較
検
討
が

主

と

な
っ

て

き
た

が、

や
や
も
す
る

と

川

面
と

の

関

係
性
ば

か
り
で

今
泉
の

思
想
が
捉
え
ら

れ
る

傾
向
が

あ
っ

た
。

し
か
し

、

川
面
と

い

う
参
照
軸
か

ら
離
れ
て
、

今
泉
の

神
道
的
国
体
論
を

時
代
の

中
に

位

置
づ

け
、

そ
の

意

義
を

解
明
す
る

作
業
が
必
要
で

あ
ろ

う
。

　

そ
も
そ
も
今
泉
に

と

っ

て
、

神
道
と

は、

神
に

授
け
ら

れ
た

「

自
性
」

を
発

揮
・

実
行
す
る

こ

と

で

あ
る

。

そ
の

際
、

「

利

害
得
失

毀
誉
褒
貶
」

か
ら

離
れ
、

「

白

性
」

を

回
復
す
る
た
め

に

求
め

ら

れ
た

の

が
、

祭

祀
で

あ
り、

禊
や
祓
と

い

っ

た
行
で

あ
る

。

彼
に

よ
れ
ば

、

人
は
皆

誰
で

も、

禊、

祓、

鎮
魂
と

い

っ

た
行
を
通
じ
て

人
格

修
養
に

努
め

る

こ

と
で
、

あ

ら
ゆ

る

欲
か

ら

離
れ

た

神
の

境
地

（
「

神
の

心
」

「

神
格
」）

に

至
る
こ

と

が
で

き
る

（

11

神
賦
の

「

自
性
」

の

回

復）
。

こ

の

よ

う
な
行
の

強

調
は

、

先
行
研
究
で

散
々

指
摘
さ
れ
て

い

る
通

り
川
面
凡
児
か
ら

の

影

響
に

よ

る

も
の

で

あ
る

。

　

し
か

し、

む

し
ろ

こ

こ

で

注
目
す
べ

き
は
、

今
泉
が

祭
祀

、

行
、

神
と

い

っ

た

神
秘
的、

あ
る
意
味
で

は

ア

ナ
ク
ロ

な
用
語
を

使
い

つ

つ

も
、

神

賦
の

「

自
性
」

の

回
復
と

い

う
か
た
ち
で

個
人
人
格
の

完
成
を
目

指
す
人

格
主

義
的
な
思

想

ー
モ

ダ
ン

な

思
想

ー
を

展
開
し

て

い

る

点
で

あ

る
。

全
国
神
職
会
の

機
関
誌
に

お
い

て

す
ら

「

個
人
の

完
成
」

が

求
め

ら

れ
る

時
代
に
お

い

て
、

神
道
が
社
会
に

浸
透
し

、

祭
祀
を
通
じ
て

個
人
人

格
の

完
成
を
遂

げ、

あ
ら
ゆ

る
人
々

が
自
己
の

生
活
や
人
生
を
豊
か
に

し

て

い

く

ー
こ

の

よ

う
に
彼
は
「

現
代

化
社
会
化
」

し
た

新
た
な

神
道
像

を
構
想
し
た

。

　

さ
ら

に

今
泉
は

神
道
と

い

う
人
格
完
成
・

自
己
練
磨
を
通
じ
て

、

国
家

改
善、

世
界
・

人
類
の

救
済
を
も
展
望
し
て

い

た
。

こ

の

よ

う
に

彼
の

神
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